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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
槽体の底面に設けた排水口と、
上下動によって排水口を開閉する弁部材と、
排水口の下流側に備えられた排水配管である排水管部と、
該排水管部の内側面に備えられ、弁部材を上下動させる作動部と、
作動部の動作を操作する操作部と、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、
作動部の上方は当該作動部の端部から連続して平滑であって、
操作部の操作により、作動部は複数ある静止状態のいずれかを選択できるように構成され
、
且つ少なくとも静止状態の内、弁部材の上昇状態において、作動部の端部が、隣接する排
水管部の内面の端部と略面一となることで、
排水管部の内面の内、排水口の直下位置における排水管部の内面が、排水管部の接続箇所
を除き、内面平滑となることを特徴とする、遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
槽体の底面に設けた排水口と、
上下動によって排水口を開閉する弁部材と、
排水口の下流側に備えられた排水配管である排水管部と、
該排水管部の内側面に備えられ、弁部材を上下動させる作動部と、
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作動部の動作を操作する操作部と、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、
排水管部が排水口の直下位置にて屈曲する屈曲部を備えてなり、
作動部の上方は当該作動部の端部から連続して平滑であって、
操作部の操作により、作動部は複数ある静止状態のいずれかを選択できるように構成され
、
且つ少なくとも静止状態の一つの状態において、作動部の端部が、屈曲部の底面と略面一
となることで、
排水管部の内面の内、排水口の直下位置における排水管部の内面が、排水管部の接続箇所
を除き、内面平滑となることを特徴とする、遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
作動部の端部を隣接する排水管部の内面の端部と面一とした際に、
作動部の端部と隣接する排水管部の内面の端部とが、作動部の動作に干渉しない範囲で、
隙間を狭くしたことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の遠隔操作式排水栓装置
。
【請求項４】
　上記遠隔操作式排水栓装置の静止状態が、
排水口の開口状態と、
排水口の閉口状態と、
からなることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の遠隔操作式排
水栓装置。
【請求項５】
　上記遠隔操作式排水栓装置の静止状態が、
排水口の開口状態と、
排水口の閉口状態と、
排水口及び排水管部内の清掃状態と、
からなることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の遠隔操作式排
水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔操作式排水栓装置に関し、更に詳しくは、排水口からその下流側となる
管部内の清掃性を向上させる、遠隔操作式排水栓装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、浴槽や洗面ボウルなどの槽体の内部に生じた排水を処理するため、槽体の底
面等に排水口を設け、この排水口から配管部材を介し、下水側に排水を排出する方法が広
く知られている。また、槽体内に水を溜める場合に、弁部材を利用して排水口を開閉する
方法があるが、この弁部材による排水口の開閉を、弁部材や排水口から離間した位置、例
えば槽体の縁部に設けた操作部への操作によって行う遠隔操作式排水栓装置が知られてい
る。
広く知られた遠隔操作式排水栓装置としては、特許文献１に記載のような、レリースワイ
ヤによって弁部材を操作するものがある。この遠隔操作式排水栓装置は、インナーワイヤ
の一端を、使用者が実際に抓んで押し引きの操作をする操作部の操作体に接続し、他端を
、排水配管の弁部材の直下位置に配置した作動部に接続している。
作動部について詳述すると、作動部は、操作部に加えられた操作によって動作する動作部
としてのインナーワイヤ端部と、排水配管に対して排水配管の流路内に突出するようにし
て固定され、動作部を保持しつつ操作部の操作によっても動作しない保持部とを合わせて
作動部としている。
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このような遠隔操作式排水栓装置において、操作体に押しこみ操作／引き上げ操作を加え
ると、操作体の動作に対応して、レリースワイヤのインナーワイヤが、弁部材側に前進／
操作部側に後退し（以下インナーワイヤが弁部材側に移動することを「前進」、操作部側
に移動することを「後退」と表現する）、インナーワイヤ端部、又はインナーワイヤ端部
に固定した軸等が弁部材を押し上げて排水口を開口／インナーワイヤ端部の降下に伴って
自重により弁部材が降下し排水口を閉口、が交互に行われる。このようにして、排水口や
弁部材から離間したところにある操作部の操作体への操作により、排水口を遠隔操作的に
開閉させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０-２２７０５３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように構成した遠隔操作式排水栓装置には、以下のような問題点があった。特許
文献１の遠隔操作式排水栓装置を含む排水配管は、その内部を各種のゴミや毛髪、砂、油
脂等が混入した排水が流れるものである。このため、ある程度使用した排水配管の内部を
清掃したい、という要望が生じる。細長い管体の内部の清掃について、比較的容易で、特
殊な機材を使用せず清掃を行う方法としては、細長いブラシ等を排水口から、排水口の下
流側の排水管部内に挿入し、内側面を磨くことである。これは遠隔操作式排水栓装置以外
の、通常の管体からなる排水配管に対して行う場合には比較的有効な方法であるが、引用
文献１に記載した、遠隔操作式排水栓装置に対しては利用できない場合があった。これは
、遠隔操作式排水栓装置の作動部が、排水管部内、特に排水の流路内に突出して配置され
、流路上に狭隘な部分を形成しているため、この狭隘な部分にブラシなどの清掃用の器具
を挿入することが困難である、という問題がある。また、狭隘な部分に挿入可能な器具を
用意しても、狭隘な部分に清掃用の器具を適切に当てる等の作業が必要であるが、元々排
水口からは奥まった部分にある作動部は目視しにくい上、清掃作業の際には、清掃機具自
体や、清掃機具を持つ作業者の手が排水口を覆い、作業者が排水口内を目視することはほ
ぼ不可能になる、という問題もあった。本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであっ
て、遠隔操作式排水栓装置において、排水管部内の清掃を容易且つ確実に行える遠隔操作
式排水栓装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の本発明は、槽体の底面に設けた排水口と、上下動によって排水口を開
閉する弁部材と、排水口の下流側に備えられた排水配管である排水管部と、該排水管部の
内側面に備えられ、弁部材を上下動させる作動部と、作動部の動作を操作する操作部と、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、作動部の上方は当該作動部の端部から連続して
平滑であって、操作部の操作により、作動部は複数ある静止状態のいずれかを選択できる
ように構成され、且つ少なくとも静止状態の内、弁部材の上昇状態において、作動部の端
部が、隣接する排水管部の内面の端部と略面一となることで、排水管部の内面の内、排水
口の直下位置における排水管部の内面が、排水管部の接続箇所を除き、内面平滑となるこ
とを特徴とする、遠隔操作式排水栓装置である。
尚、ここでいう「静止状態」とは、「遠隔操作式排水栓装置の使用者が、遠隔操作式排水
栓装置に対して操作を加えていない状態において、その状態が維持される状態」を指し示
すものである。例えば、遠隔操作式排水栓装置において、使用者が操作部への操作を完了
させて、操作部への操作を加えることを終了させた状態での、排水口を開口させた状態で
維持する「開口状態」、また排水口を閉口させた状態で維持する「閉口状態」は、いずれ
も「静止状態」である。一方、排水口を閉口した状態から、操作部に操作を加えて開口状
態にする際に、遠隔操作式排水栓装置の使用者が操作部に操作を加えることで、弁部材が
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上昇している状態は、「使用者が操作部に操作を加えていること」及び「使用者が操作部
への操作を止めると弁部材を上昇した状態を維持できないこと」から静止状態ではない。
また、ここでいう「排水口の直下位置における排水管部内が内面平滑」とは、排水口の直
下位置となる範囲の、排水口より下流の排水管部内において、内面に段差や突起がほぼ存
在しないことを意味する。「ほぼ存在しない」とは、管体の内面に対して略垂直な方向（
例えば管体であれは管体の中心軸方向、底面であれば上方に向かう方向）に向かって３ミ
リメートル以下、好ましくは１ミリメートル以下程度の微細な突起や段部分は、排水口か
ら器具を挿入して清掃を行う際には障害にならないため、この程度の微細な突起や段部は
存在しても機能的に「内面平滑である」として扱うものである。
また、排水管部内に設けられた、他の配管からの排水が流入するための／又は他の配管へ
排水を流出させるための排水穴は、排水流路の「内面」ではなく「穴」であり、清掃が必
要となる面が存在しないから、排水管部内に排水穴が存在しても、それを理由として内面
平滑が否定されるものでは無い。
【０００６】
 請求項２に記載の本発明は、槽体の底面に設けた排水口と、上下動によって排水口を開
閉する弁部材と、排水口の下流側に備えられた排水配管である排水管部と、該排水管部の
内側面に備えられ、弁部材を上下動させる作動部と、作動部の動作を操作する操作部と、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、排水管部が排水口の直下位置にて屈曲する屈曲
部を備えてなり、作動部の上方は当該作動部の端部から連続して平滑であって、操作部の
操作により、作動部は複数ある静止状態のいずれかを選択できるように構成され、且つ少
なくとも静止状態の一つの状態において、作動部の端部が、屈曲部の底面と略面一となる
ことで、排水管部の内面の内、排水口の直下位置における排水管部の内面が、排水管部の
接続箇所を除き、内面平滑となることを特徴とする、遠隔操作式排水栓装置である。
【０００７】
　請求項３に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
作動部の端部を隣接する排水管部の内面の端部と面一とした際に、
作動部の端部と隣接する排水管部の内面の端部とが、作動部の動作に干渉しない範囲で、
隙間を狭くしたことを特徴とする、段落０００５又は段落０００６に記載の遠隔操作式排
水栓装置である。
尚、ここでいう「作動部の動作に干渉しない範囲の隙間」とは、作動部の端部を隣接する
排水管部の内面の端部と面一とした際の隙間が、１．０ミリメートル以下の幅の隙間を指
し示すものである。
【０００８】
  請求項４に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置の静止状態が、排水口の開口状
態と、排水口の閉口状態と、からなることを特徴とする、段落０００５乃至段落０００７
のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【０００９】
請求項５に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置の静止状態が、排水口の開口状態
と、排水口の閉口状態と、排水口及び排水菅部内の清掃状態と、からなることを特徴とす
る。段落０００５乃至段落０００７のいずれか一つに記載の遠隔操作式排水栓装置である
。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１又は請求項２に記載の本発明では、遠隔操作式排水栓装置の静止状態の内、弁
部材の上昇状態において、又は静止状態の一つの状態において、作動部の端部が、隣接す
る排水管部の内面の端部と面一となるように構成してなる。この作動部の端部が、隣接す
る排水管部の内面の端部と面一となるように操作部を操作することで、排水口の直下位置
における排水管部内が内面平滑となり、排水管部内の遠隔操作式排水栓装置に由来する狭
隘な部分が無くなるから、排水口から、清掃用の器具を挿入し、排水管部の内面に沿って
清掃するだけで、容易且つ確実に排水管部内の清掃を行うことができる。



(5) JP 6734509 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

請求項３に記載の本発明では、作動部の端部を隣接する排水管部の内面の端部と面一とし
た際に、作動部の端部と隣接する排水管部の内面の端部とが、作動部の動作に干渉しない
範囲で、隙間を狭くしたことで、排水管部内に生じる溝なども、清掃において支障ない程
度のものとなり、より容易且つ確実に排水管部内の清掃を行うことができる。
請求項４及び請求項５に記載の発明では、本発明の遠隔操作式排水栓装置における静止状
態を明確化できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工状態を示す断面図である。
【図２】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図３】第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【図４】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工状態を示す断面図である。
【図５】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図６】第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【図７】第二実施例の閉口時の作動部周辺の、一部を切り欠きした斜視図である。
【図８】第二実施例の開口時の作動部周辺の、一部を切り欠きした斜視図である。
【図９】第二実施例の作動部に関連する部材の構成を示す、一部を切り欠きした斜視図で
ある。
【図１０】第二実施例のレバー部材の、（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）右側面図（
ｄ）斜視図である。
【図１１】第三実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工状態を示す断面図である。
【図１２】第三実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図１３】第三実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【図１４】第三実施例の閉口時の作動部周辺の、一部を切り欠きした斜視図である。
【図１５】第三実施例の開口時の作動部周辺の、一部を切り欠きした斜視図である。
【図１６】第三実施例の作動部に関連する部材の構成を示す、一部を切り欠きした斜視図
である。
【図１７】第三実施例のレバー部材の、（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）右側面図（
ｄ）斜視図である。
【図１８】他の実施例の遠隔操作式排水栓装置の閉口時を示す参考図である。
【図１９】図１８の実施例の遠隔操作式排水栓装置の開口時を示す参考図である。
【図２０】図１８の実施例の遠隔操作式排水栓装置の内面平滑時を示す参考図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の第一実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図１乃至図３に示した、本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する
、槽体を備えた排水機器である洗面台Ｓに施工されるものであって、以下に記載する、排
水口本体１、弁部材２、継手部材３、作動部としての押し上げ部材８、操作部４、操作伝
達部材としてのレリースワイヤ５、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐ、オーバーフロー配
管７より構成されてなる。このうち、排水口本体１、継手部材３、Ｓ字管体Ｐ、オーバー
フロー配管７が排水を行う為の排水配管、即ち排水管部である。
洗面台Ｓは、上方が開口した箱体であって、底面には排水口本体１を取り付ける取付孔Ｈ
を備えた洗面ボウルＳＢと、洗面ボウルＳＢの上縁近傍の側面部分に設けられたオーバー
フロー口Ｏから構成されてなる。
排水口本体１は、内部に排水流路を形成する略円筒形状の部材であって、上縁に外方向に
突出したフランジ部１ｂを、フランジ部１ｂの下方の側面にオーバーフロー配管７からの
排水が流入する開口である横穴部１ｃを、更に横穴部１ｃの下方の側面に雄ネジを、それ
ぞれ備えてなる。排水口本体１内部の開口について、開口の上縁が排水口１ａであり、そ
の排水口１ａよりも下方の内部部分は軸方向視円形を成すと共に、ヘアキャッチャー用段
部１ｄ以外、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。ヘアキャッチャー用段部１ｄは、後
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述する弁部材２のヘアキャッチャー２ｃの外縁部を載架する為の段部Ｄであり、排水口本
体１の内周面に沿って全周に設けられてなる。段部Ｄの外径と内径の差は、半径において
０．９ミリメートルであり、内周面に沿って全周に備えられていることもあり、清掃の際
の機能上は問題にならない段差である。このため、排水口本体１の内面は、全体に平滑面
である。
また、排水口本体１の雄ネジと螺合する雌ネジを備えたナット部材Ｎを備えてなる。
弁部材２は、排水口１ａを閉口する円盤状の弁体２ａと、該弁体２ａの中央から下方に向
かって垂下される弁軸２ｂと、弁軸２ｂ部に対して摺動自在に取り付けられ、その外周面
が排水口本体１の内周面に当接することで、弁体２ａと弁軸２ｂの上下動を傾かないよう
にガイドするガイド機能を備えたヘアキャッチャー２ｃと、から構成されてなる。
継手部材３は排水口本体１の下流側に接続される、上下に延出した管体である縦管部３ａ
と、縦管部３ａを略９０度の角度にて屈曲する屈曲部３ｂと、屈曲部３ｂから略水平方向
に延出される横管部３ｃを備えた部材である。該継手部材３の上流側端部、つまり縦管部
３ａの上端には、排水口本体１の雄ネジに螺合する雌ネジを備えた袋ナットＦが接続され
ており、この袋ナットＦを利用して、排水口本体１の下端に継手部材３を、内面に段差な
く接続できる。
また、継手部材３の屈曲部３ｂであって、平面視排水口１ａの中央となる底面部分に、後
述する押し上げ部材８を昇降自在に収納する、円筒状の収納部３ｄを備えてなる。収納部
３ｄの外側面には雄ネジが備えられてなる。
また、継手部材３の上流側端部の開口よりも下方の内部部分（施工完了時、排水口１ａの
直下位置となるよりも下方の内部部分）の内、縦管部３ａの内部部分は、軸方向視円形を
成すと共に、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。
また底面部分の内、収納部３ｄ、及び屈曲部３ｂを経て水平方向に向かう排水穴となる部
分以外は、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。
押し上げ部材８は、上方を平坦面にて閉塞した有底略円筒形状を成す部材であって、その
側面に溝を設け、この溝に環状パッキングＲを収納してなる。また、押し上げ部材８の下
方には、後述するレリースワイヤ５のインナーワイヤ５ｂ端部が接続固定される。
また、この押し上げ部材８は、施工完了時、収納部３ｄ内を上下動する際に、最も上昇し
た状態において、押し上げ部材上面８ａ及び上縁の端部が、隣接する継手部材３の屈曲部
３ｂの、収納部３ｄの縁部を含む底面部分と略面一となるように設計され、構成されてな
る。
操作部４は、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる部材であって、以下に記載する
操作体４ａと、操作部本体４ｃと、から構成される。
操作体４ａは、遠隔操作式排水栓装置の使用者が使用時に把持するツマミ部４ｂを有した
略棒状の部材であって、操作部本体４ｃ内部を摺動すると共に、その下端にレリースワイ
ヤ５のインナーワイヤ５ｂ端部が接続固定される。また、操作体４ａの棒状部分の側面に
は溝が形成されると共に、該溝に環状パッキングＲが配置される。
操作部本体４ｃは、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる略円筒形状の部材であっ
て、上縁に鍔部４ｄを備えてなり、その内部に操作体４ａを上下動自在に収納すると共に
、その筒部分の下端にレリースワイヤ５のアウターチューブ５ａ端部が接続固定される。
レリースワイヤ５は、操作部４に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための操作伝達
部材であって、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチューブ
５ａと、上記アウターチューブ５ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、側面方向
に可撓性を備えたインナーワイヤ５ｂと、から構成される。またアウターチューブ５ａの
一端にはアウターチューブ５ａ端部を収納部３ｄの下端に接続するためのキャップ体５ｄ
を備えてなる。
Ｓ字管体Ｐは、継手部材３の下流側端部に接続される、管体をＳ字形状に屈曲させた部材
であって、Ｓ字形状部分がトラップ部Ｔとして機能する。Ｓ字管部の上流側端部は水平方
向を向いて形成され、下流側端部は洗面台Ｓを施工した床面の下方に配管された、床下配
管に接続される。



(7) JP 6734509 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

オーバーフロー配管７は、オーバーフロー口Ｏから排水口本体１の横穴部１ｃへ排水を流
入させる配管であって、可撓性を備えたホース管部７ａと、ホース管部７ａの一端に備え
た、オーバーフロー口Ｏに接続されるエルボ管７ｂと、ホース管部７ａの他端に備えた、
リング状にして排水口本体１の横穴部１ｃの周囲に配置されるアダプター部７ｃと、から
構成される。
【００１３】
　上記のように構成した第一実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして、槽体
である洗面ボウルＳＢを備えた洗面台Ｓに施工される。尚、特に記載しない場合でも、必
要に応じて接着剤やパッキングを用いたネジ接続などにより、各部材の接続箇所は水密的
に接続される。
まず、事前に、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に、操作部本体４ｃを取り付け固定しておく。
次に、排水口本体１を、洗面ボウルＳＢ底面に設けられた取付孔Ｈに挿通し、フランジ部
１ｂの下面を、取付孔Ｈの周縁上面に当接した状態とする。
次に、洗面ボウルＳＢのオーバーフロー口Ｏに、裏側からオーバーフロー配管７のエルボ
管７ｂを接続する。更にオーバーフロー配管７のアダプター部７ｃを、排水口本体１に挿
通した上で、ナット部材Ｎの雌ネジを、排水口本体１の雄ネジに螺合させ、フランジ部１
ｂ下面とナット部材Ｎ上面とで、取付孔Ｈの周縁及びオーバーフロー配管７のアダプター
部７ｃを挟持するようにして排水口本体１を洗面ボウルＳＢに固定する。この時、オーバ
ーフロー配管７のアダプター部７ｃは、排水口本体１の横穴部１ｃの高さ位置に配置され
、上方は洗面ボウルＳＢの取付孔Ｈの周縁に、下方はナット部材Ｎに、それぞれ水密的に
当接して閉塞されてなる。
次に、継手部材３の収納部３ｄ内に押し上げ部材８を収納した上で、レリースワイヤ５の
排水口１ａ側端部を継手部材３に接続する。この接続について詳述すると、インナーワイ
ヤ５ｂ端部を押し上げ部材８の下方に接続固定した上で、アウターチューブ５ａ端部を、
キャップ体５ｄを用いて収納部３ｄの端部に接続固定する。
次に、排水口本体１の下流側端部に継手部材３の上端を袋ナットＦを用いて接続する。更
に継手部材３の下流側端部をＳ字管体Ｐの上流側端部に接続し、Ｓ字管体Ｐの下流側端部
を床下配管に接続する。
次に、レリースワイヤ５の操作部４側端部を操作部４に接続する。この接続について詳述
すると、操作体４ａを操作部本体４ｃ内に挿通した上で、インナーワイヤ５ｂ端部を操作
体４ａの下端に接続固定し、更にアウターチューブ５ａ端部を、操作部本体４ｃの下端に
接続固定する。
更に、排水口１ａから排水口本体１及び継手部材３内部に弁部材２を配置し、弁部材２の
ヘアキャッチャー２ｃの外縁下端がヘアキャッチャー用段部１ｄ上に載架された状態とす
る。
以上のようにして、本発明の第一の実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
この施工が完了した状態においては、排水口１ａから排水口本体１内部、継手部材３内部
、オーバーフロー配管７、及びＳ字管体Ｐが排水管部となる。この内、排水口本体１内部
、及び継手部材３内部の内の縦管部３ａ分及び底面部分が、排水口１ａの直下位置におけ
る排水管部の内面に該当し、これら排水口１ａの直下位置における排水管部の内面部分に
は、収納部３ｄ及びヘアキャッチャー用段部１ｄを除き、内面に対して略垂直な方向への
突起や段部Ｄが存在しない、内面が平滑な構成となっている。
また、この実施例においては、排水口本体１と継手部材３の接続箇所においても内径が同
じとなるように構成されているため、管体の接続箇所においても段差は発生しない。
尚、上記のように構成された本実施例の遠隔操作式排水栓装置は、屈曲部３ｂに、押し上
げ部材８、即ち作動部が配置された遠隔操作式排水栓装置である。
【００１４】
　以下に、上記第一実施例の遠隔操作式排水栓装置の動作について説明する。
上記第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を使用する場合、図２のように、まず操作部４の
操作体４ａに操作を加え、排水口１ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口し
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て静止した状態とする。
この時、操作部４の操作体４ａは上方に引き上げられ、インナーワイヤ５ｂを介して操作
体４ａの操作が伝達される押し上げ部材８は、インナーワイヤ５ｂに引き下げられて下方
に降下し、弁部材２の弁軸２ｂ下端から離間してなる。押し上げ部材上面８ａは継手部材
３の内面の底面から離間し、段差を形成している。
尚、この排水口１ａを閉口した静止状態は、操作体４ａに備えられた環状パッキングＲと
操作部本体４ｃ内側面との当接の摩擦、及び押し上げ部材８に備えられた環状パッキング
Ｒと収納部３ｄ内側面との当接の摩擦によって維持される。
この状態より操作部４の操作体４ａに下方への押し込み操作を加えると、操作体４ａは降
下し、インナーワイヤ５ｂを介して押し上げ部材８は押し上げられて収納部３ｄ内を上昇
する。操作体４ａを下方の限界まで押し込むと、図３に示したように、押し上げ部材上面
８ａは継手部材３の内面の底面と面一となり、押し上げ部材上面８ａと継手部材３の内面
の底面との段差は無くなって静止状態となる。
この時、弁部材２は、上昇した押し上げ部材８が、収納部３ｄ内に位置する弁部材２の弁
軸２ｂ下端に当接した後、更に弁軸２ｂを押し上げるため、弁軸２ｂに支持される弁体２
ａが排水口１ａから離間して排水口１ａが開口した状態となって静止した状態となる。
尚、この排水口１ａを開口した静止状態も、操作体４ａに備えられた環状パッキングＲと
操作部本体４ｃ内側面との当接の摩擦、及び押し上げ部材８に備えられた環状パッキング
Ｒと収納部３ｄ内側面との当接の摩擦によって維持される。
洗面ボウルＳＢ内に吐水乃至排水があった場合、吐水乃至排水は、排水口１ａから、排水
口本体１内部、継手部材３、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下
配管から下水側に排出される。また、トラップ部Ｔ内に排水が溜まると、トラップ部Ｔ内
に封水と呼ばれる排水による溜まり水が生じる。この封水が、排水の流路上に満水部分を
発生させる。この封水の満水部分を、下水側からの臭気や害虫類が逆流できないため、ト
ラップ部Ｔにより下水側からの臭気や害虫類が屋内側に侵入することを防止することがで
きる。
この排水口１ａが開口した状態より、操作部４の操作体４ａに上方への引き上げ操作を加
えると、操作部４の操作体４ａは上方に引き上げられ、押し上げ部材８はインナーワイヤ
５ｂに引かれて下方に降下し、押し上げ部材上面８ａが継手部材３の内面の底面から離間
して、段差を形成する位置まで移動する。弁部材２は押し上げ部材８の支持を失って降下
し、弁体２ａが排水口１ａを覆って図２に示した排水口１ａを閉口した静止状態に戻る。
以降、操作体４ａに下方への押し込み操作を加えることで排水口１ａを開口させ、また操
作体４ａに上方への引き上げ操作を加えることで排水口１ａを閉口させることができる。
排水口１ａの開口状態、また閉口状態は、遠隔操作式排水栓装置の使用者が操作体４ａへ
の操作を終了し、手を放しても、操作体４ａ及び押し上げ部材８ａの環状パッキングＲの
摩擦を利用して、静止状態として維持される。
また、排水口１ａの閉口状態において洗面ボウルＳＢ内に吐水が行われた場合、または排
水口１ａが開口しているが排水口１ａの排水処理能力を大きく超えるほどの吐水が洗面ボ
ウルＳＢに生じた場合、洗面ボウルＳＢの内部に吐水が溜まり、洗面ボウルＳＢ内の水面
が上昇する。しかしながら、水面がオーバーフロー口Ｏの下端位置まで達すると、洗面ボ
ウルＳＢ内の吐水はオーバーフロー口Ｏからエルボ管７ｂ、ホース管部７ａ、アダプター
部７ｃの順に排出され、排水口本体１の横穴部１ｃから排水口本体１内部を通過し、継手
部材３、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下配管から下水側に排
出される。
【００１５】
　上記第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配管を清掃する場合、操作体４
ａを限界まで下方に押し下げた上で、排水口１ａから弁部材２を取り外す。
この状態においては、操作体４ａを限界まで下方に押し下げたことで、押し上げ部材８が
上昇してその上面８ａが継手部材３の内面の底面と面一となり、押し上げ部材上面８ａと
継手部材３の内面の底面との段差が無い状態とした上での静止状態となる。
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このように、押し上げ部材上面と継手部材３の内面の底面との段差が無くなって面一とな
り、また排水口１ａの直下位置における排水管部の内面に該当する、排水口本体１内部及
び継手部材３内部の内の縦管部分及び底面部分が、内面に対して略垂直な方向への突起や
段部Ｄがほぼ存在しない、内面が平滑な構成となっている。即ち、第一実施例の遠隔操作
式排水栓装置の静止状態の一つの状態である開口状態において、作動部（押し上げ部材８
）の上面及び端部が、隣接する排水管部の内面の端部と面一となることで、排水口１ａの
直下位置における排水管部の内面が、内面平滑となっている。
このように、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭隘な部分が
存在しないため、細長いブラシ等の清掃機具を排水口１ａから、排水口１ａの下流側の排
水管部内に挿入し、内側面を磨くだけで、容易に排水口１ａから直下位置となる排水管部
の内面を清掃することが可能となった。
排水口１ａから奥まった部分にある作動部や、清掃機具自体、また清掃機具を持つ作業者
の手が排水口１ａを覆い、作業者が排水口１ａ内を目視することがほぼ不可能となる点は
従来例と同様であるが、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭
隘な部分が存在しないため、清掃機具を排水口１ａから挿入して適当に内側面を磨くだけ
で、ほぼ確実に排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面を清掃することができる。
清掃後は、再び排水口１ａに弁部材２を挿入して、排水口本体１、及び継手部材３内に弁
部材２を配置することで、再び遠隔操作式排水栓装置を使用することが可能となる。
【００１６】
　次に、本発明の第二実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図４乃至図１０に示した、本発明の第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載す
る、槽体を備えた排水機器である洗面台Ｓに施工されるものであって、以下に記載する、
排水口本体１、弁部材２、継手部材３、操作部４、作動部、操作伝達部材としてのレリー
スワイヤ５、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐ、オーバーフロー配管７より構成されてな
る。このうち、排水口本体１、継手部材３、Ｓ字管体Ｐ、オーバーフロー配管７が排水を
行う為の排水配管、即ち排水管部である。
洗面台Ｓは、上方が開口した箱体であって、底面には排水口本体１を取り付ける取付孔Ｈ
を備えた洗面ボウルＳＢと、洗面ボウルＳＢの上縁近傍の側面部分に設けられたオーバー
フロー口Ｏから構成されてなる。
排水口本体１は、内部に排水流路を形成する略円筒形状の部材であって、上縁に外方向に
突出したフランジ部１ｂを、フランジ部１ｂの下方の側面に雄ネジを、それぞれ備えてな
る。排水口本体１内部の開口について、開口の上縁が排水口１ａであり、その排水口１ａ
よりも下方の内部部分は軸方向視円形を成すと共に、特に凹凸の無い平滑面を形成してな
る。
また、排水口本体１の雄ネジと螺合する雌ネジを備えたナット部材Ｎを備えてなる。
弁部材２は、排水口１ａを閉口する円盤状の弁体２ａと、該弁体２ａの中央から下方に向
かって垂下される弁軸２ｂと、弁軸２ｂ部に対して摺動自在に取り付けられ、その外周面
が排水口本体１の内周面に当接することで、弁体２ａと弁軸２ｂの上下動を傾かないよう
にガイドするガイド機能を備えたヘアキャッチャー２ｃと、から構成されてなる。尚、該
ヘアキャッチャー２ｃは弁軸２ｂの途中部分にある突起によって、この突起部分よりも下
方に降下しないように構成されてなる。
継手部材３は排水口本体１の下流側に接続される、トの字を上下反転させたような形状を
成す、上下に延出した管体である縦管部３ａと、縦管部３ａの側面より斜め上方に向かっ
て延出された枝管部３ｅを備えた管体からなる部材である。継手部材３の縦管部３ａの内
部部分は、軸方向視円形を成すと共に、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。
また、枝管部３ｅは軸方向視縦長の長方形形状を備えて構成されてなる。また、縦管部３
ａ分を成す継手部材３の上流側端部には、排水口本体１の雄ネジに螺合する雌ネジを設け
た袋ナットＦを備えてなる。排水口本体１の内周面の内径と、継手部材３の内周面の内径
とを比較すると、継手部材３の内周面の内径のほうが小径である。このため、施工完了時
において、排水口本体１下端と継手部材３上端の継ぎ目部分には周縁に沿って段部Ｄが形
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成される。
枝管部３ｅについて詳述すると、枝管部３ｅは、継手部材３の縦管部３ａの中心軸から枝
管部３ｅ方向を見た場合の枝管の開口の形状と、後述するレバー体９の正面視の形状とが
略同一の形状となるように構成されてなる。また、枝管部３ｅには端部からレバー体９の
回転軸９ａを通過させると共に収納する為の回動溝３ｆが、枝管部３ｅの軸に平行となる
ようにして、枝管部３ｅの端部から縦管部３ａの近傍まで形成されてなる。回動溝３ｆは
縦管部３ａ内までは達しておらず、施工完了時、回動溝３ｆの縦管部３ａ側の端部を中心
としてレバー体９は回動動作する。
操作部４は、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる部材であって、以下に記載する
操作体４ａと、操作部本体４ｃと、から構成される。
操作体４ａは、遠隔操作式排水栓装置の使用者が使用時に押し操作するツマミ部４ｂを有
した略棒状の部材であって、操作部本体４ｃ内部を摺動するように構成されてなる。第一
実施例の操作体４ａと異なり、環状パッキングＲなどは備えられておらず、このため操作
体４ａを後述する操作部本体４ｃ内部に挿通すると、何ら支えの無い状態では、操作体４
ａはツマミ部４ｂ下端が操作部本体４ｃ上面に当接するまで降下（落下）する。
操作部本体４ｃは、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる略円筒形状の部材であっ
て、上縁に鍔部４ｄを備えてなり、その内部に操作体４ａを上下動自在且つ抜脱は不可能
に収納すると共に、その筒部分の下端にレリースワイヤ５に接続されたロック機構が接続
固定される。
作動部は、以下に記載する、レバー体９、スペーサー１０、レリースワイヤ５のロッド部
５ｃ、から構成される。
レバー体９は、図１０に示すように、正面視縦長の長方形形状、平面視略台形形状を成す
部材であって、上方の側面に、継手部材３の枝管部３ｅの回動溝３ｆに挿通され、回動溝
３ｆの縦管部３ａ側の端部を中心に回動する回転軸９ａを備えてなる。
尚、ここでいうレバー体９の「正面」とは、「遠隔操作式排水栓装置の施工が完了し、排
水口１ａを閉口した状態において、排水継手の縦管部３ａ分の中心軸から枝管部３ｅ方向
を見た場合に見えるレバー体９の面」であり、この正面を基準に上面、下面、側面、及び
背面と表現する。
以降の説明においても、「レバー体９の正面」「レバー体９の背面」等と記載した場合に
は、レバー体９自身がどのような位置関係でどのような方向を向いていたとしても、上記
した「遠隔操作式排水栓装置の施工が完了し、排水口１ａを閉口した状態において、排水
継手の縦管部３ａの中心軸から枝管部３ｅ方向を見た場合に見えるレバー体９の面」を「
正面」とした「正面」「背面」等として記載する。
これとは別に、「レバー体９の上方」「下方」と、方向を記載した場合には、レバー体９
がその時に存在する位置に対して「上方」「下方」を指し示すものである。
また、上記レバー体９の「正面」を成す面は、平坦面ではなく、上面視若干の円弧形状を
備える。施工完了時、レバー体９は、枝管部３ｅに配置されて排水口１ａが閉口した状態
となった際には、平面視継手部材３の縦管部３ａの内面と面一、即ち縦管部３ａの平面視
における内面の円形状に連続する円弧形状を構成してなる。
スペーサー１０は、枝管部３ｅ内部に配置する部材であって、レバー体９を挿通した後に
枝管部３ｅに挿通し、レバー体９が移動する為の隙間を無くすことで、レバー体９が回転
軸９ａを中心に回動することを許容しても、枝管部３ｅ内を端部に向かって移動すること
は防止するように位置決めする。
また、スペーサー１０は、レリースワイヤ５のロッド部５ｃが進退する貫通孔１０ａを備
え、レバー体９の回動動作を行うためにロッド部５ｃの進退をガイドする。詳述すると、
施工完了時、貫通孔１０ａは枝管部３ｅ内であって、回転溝の下方近傍に位置するように
配置される。ロッド部５ｃが貫通孔１０ａ内に収納されている時、レバー体９は正面を縦
管部３ａの中心に向けた状態となる。貫通孔１０ａを進退するロッド部５ｃが、継手部材
３の縦管部３ａ中央側に前進すると、ロッド部５ｃの先端がレバー体９の背面の下方を押
すように動作し、これによってレバー体９が回動してレバー体９の正面が上方を向くよう
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に、回転軸９ａを中心に回動する。ロッド部５ｃが操作部４側に後退すると、ロッド部５
ｃは完全に貫通孔１０ａ内に収納され、レバー体９は正面を縦管部３ａの中心軸方向に向
けた状態に戻る。
レリースワイヤ５は、操作部４に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための操作伝達
部材であって、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチューブ
５ａと、上記アウターチューブ５ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、側面方向
に可撓性を備えたインナーワイヤ５ｂと、インナーワイヤ５ｂをアウターチューブ５ａに
対し操作部４側に後退させる、アウターチューブ５ａ内に配置された戻りスプリング（図
示せず）と、インナーワイヤ５ｂの排水口１ａ側端部に備えられたロッド部５ｃと、施工
完了時に枝管部３ｅの端部を閉塞するキャップ体５ｄと、から構成される。
枝管部３ｅを閉塞するキャップ体５ｄは、レリースワイヤ５を挿通された状態で構成され
る。
また、該レリースワイヤ５の操作部４側端部には、以下に記載するロック部材６が接続固
定される。
ロック部材６は、ケーシング部６ａと、ケーシング部６ａ内を摺動可能に備えられた支持
軸６ｂとを備えてなり、ケーシング部６ａ内及び支持軸６ｂには、詳述しないがロック機
構を備えてなり、アウターチューブ５ａをケーシング部６ａに接続するように構成され、
またアウターチューブ５ａをケーシング部６ａに接続した状態では、インナーワイヤ５ｂ
端部が支持軸６ｂに当接するように配置構成されてなる。
ロック部材６をレリースワイヤ５に接続した状態、即ちケーシング部６ａをアウターチュ
ーブ５ａ端部に接続した状態において、支持軸６ｂに押し込み操作を行うと、押し込み操
作毎に、支持軸６ｂが前進して固定され、支持軸６ｂに押されるインナーワイヤ５ｂも前
進した状態で固定／支持軸６ｂの固定を解除してレリースワイヤ５の戻りスプリングの作
用によりインナーワイヤ５ｂ及び支持軸６ｂが操作部４側に後退、を交互に繰り返すよう
に構成されてなる。
Ｓ字管体Ｐは、継手部材３の下流側端部に接続される、管体をＳ字形状に屈曲させた部材
であって、Ｓ字形状部分がトラップ部Ｔとして機能する。Ｓ字管部の上流側端部は垂直上
側方向を向いて形成され、下流側端部は洗面台Ｓを施工した床面の下方に配管された、床
下配管に接続される。また、Ｓ字管体Ｐの上流側端部の内径部分は若干拡径しており、継
手部材３の下端を収納し、接続した際に、継手部材３の内面とＳ字管体Ｐの内面の継ぎ目
部分は段差が生じないように構成される。また、トラップ部Ｔの上流側に、後述するオー
バーフロー配管７のホース管が接続されるように構成されてなる。
オーバーフロー配管７は、オーバーフロー口Ｏから排水口本体１の横穴部１ｃへ排水を流
入させる配管であって、可撓性を備えたホース管部７ａと、ホース管部７ａの一端に備え
た、オーバーフロー口Ｏに接続されるエルボ管７ｂと、から構成される。
【００１７】
　上記のように構成した第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして、槽体
である洗面ボウルＳＢを備えた洗面台Ｓに施工される。尚、特に記載しない場合でも、必
要に応じて接着剤やパッキングを用いたネジ接続などにより、各部材の接続箇所は水密的
に接続される。
まず、事前に、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に、操作部本体４ｃに操作体４ａを挿通した状
態で取り付け固定しておく。
次に、排水口本体１を、洗面ボウルＳＢ底面に設けられた取付孔Ｈに挿通し、フランジ部
１ｂの下面を、取付孔Ｈの周縁上面に当接した状態とする。
次に、ナット部材Ｎの雌ネジを、排水口本体１の雄ネジに螺合させ、フランジ部１ｂ下面
とナット部材Ｎ上面とで、取付孔Ｈの周縁を挟持するようにして排水口本体１を洗面ボウ
ルＳＢに固定する。
次に、継手部材３の枝管部３ｅに作動部を取り付けする。この取り付け作業について詳述
すると、まず、レバー体９の回転軸９ａを枝管部３ｅの回転溝に沿わせるようにしつつ、
レバー体９を枝管部３ｅの端部より挿入し、回転軸９ａが回転溝の縦管部３ａ側の端部に
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達するまで移動させる。次に枝管部３ｅにスペーサー１０を挿通し、レバー体９が、回転
軸９ａを中心に回動することは可能でも、枝管部３ｅ内を移動することは不可能な状態と
する。
次に、レリースワイヤ５のインナーワイヤ５ｂ端部にあるロッド部５ｃをスペーサー１０
の貫通孔１０ａに挿通した上で、アウターチューブ５ａ端部をスペーサー１０に当接させ
、更にキャップ体５ｄで枝管部３ｅを閉塞しつつアウターチューブ５ａ端部を枝管部３ｅ
に接続固定することで、作動部の枝管部３ｅへの取り付け作業が完了する。
次に、排水口本体１の下流側端部に継手部材３の上端を、袋ナットＦを用いて接続する。
この時は、継手部材３の枝管部３ｅが操作部４の方向を向くように調整しながら接続を行
う。更に継手部材３の下流側端部をＳ字管体Ｐの上流側端部に接続し、Ｓ字管体Ｐの下流
側端部を床下配管に接続する。
次に、洗面ボウルＳＢのオーバーフロー口Ｏに、裏側からオーバーフロー配管７のエルボ
管７ｂを接続する。更にオーバーフロー配管７のホース管部７ａの端部を、Ｓ字管体Ｐに
接続する。
次に、レリースワイヤ５の操作部４側端部を操作部４に接続する。この接続について詳述
すると、レリースワイヤ５の操作部４側端部にロック部材６を接続した上で、ロック部材
６のケーシング部６ａを操作部本体４ｃの下端に接続する。この時、操作体４ａの下端は
支持軸６ｂの上端に当接する位置に配置される。
更に、排水口１ａから排水口本体１及び継手部材３内部に弁部材２を配置し、弁部材２の
ヘアキャッチャー２ｃが、排水口本体１と継手部材３との継ぎ目の段部Ｄ分に載架する状
態とする。
以上のようにして、本発明の第二の実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
この施工が完了した状態においては、排水口１ａから排水口本体１内部、継手部材３内部
、オーバーフロー配管７、及びＳ字管体Ｐが排水管部となる。この内、排水口本体１内部
、継手部材３の縦管部３ａの内部部分、及びＳ字管体Ｐの内部の内の平面視排水口１ａか
ら目視可能な部分が、排水口１ａの直下位置における排水管部の内面に該当し、これら排
水口１ａの直下位置における排水管部の内面部分には、排水口本体１と継手部材３の周縁
に沿った継ぎ目部分、及び（内周面と面一となっていない状態での）レバー体９を除き、
内面に対して略垂直な方向への突起や段部Ｄが存在しない、内面が平滑な構成となってい
る。
また、この実施例においては、継手部材３とＳ字管体Ｐの接続箇所においても内径が同じ
となるように構成されているため、管体の接続箇所においても段差は発生しない。
尚、上記のように構成された本実施例の遠隔操作式排水栓装置は、縦管部３ａに、レバー
体９及びロッド部５ｃ、即ち作動部が配置された遠隔操作式排水栓装置である。
【００１８】
　以下に、上記第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の動作について説明する。
上記第二実施例の遠隔操作式排水栓装置を使用する場合、図５のように、まず操作部４の
操作体４ａに操作を加え、排水口１ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口し
て静止した状態とする。
この時、ロック部材６の支持軸６ｂはケーシング部６ａに対して固定を解除されてなり、
レリースワイヤ５の戻りスプリングの作用によって、インナーワイヤ５ｂは操作部４側に
後退し、操作部４の操作体４ａは上方に引き上げられてなる。インナーワイヤ５ｂが操作
部４側に後退しているため、インナーワイヤ５ｂに接続されているロッド部５ｃも後退し
て貫通孔１０ａ内に収納されてなる。このため、レバー体９は、図７に示したように、レ
バー体９は正面が継手部材３の縦管部３ａの中心軸方向に向いた状態となっている。弁部
材２は弁軸２ｂを支えるものが無いため、排水口本体１及び継手部材３内を降下し、前述
のように排水口１ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口した状態にて静止し
た状態となっている。
この状態より操作部４の操作体４ａに下方への押し込み操作を加えた上で、使用者が操作
体４ａから手を放すと、操作体４ａは降下してロック部材６の支持軸６ｂに押し込み操作
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を行うこととなる。支持軸６ｂへの押し込み操作により、ロック部材６の支持軸６ｂが継
手部材３側に前進した状態で固定され、支持軸６ｂに押されるようにしてインナーワイヤ
５ｂ及びインナーワイヤ５ｂ端部のロッド部５ｃ材が縦管部３ａの中心軸側に前進した状
態で固定される。
貫通孔１０ａを進退するロッド部５ｃが、上記のように継手部材３の縦管部３ａ中央側に
前進すると、ロッド部５ｃの先端がレバー体９の背面の中央から下方にかけ押すように動
作し、これによってレバー体９が回転軸９ａを中心に回動し、弁部材２の弁軸２ｂ下端を
すくい上げるようにして弁軸２ｂ及び弁軸２ｂ先端の弁体２ａを上昇させる。これによっ
て、図６に示したように、弁体２ａが排水口１ａから離間して排水口１ａが開口する。
この状態では、ロッド部５ｃが前進した状態で固定されたことで、図８に示したように、
ロッド部５ｃがレバー体９の背面の下方に周りこんでレバー体９を支持し、排水口１ａが
開口した静止状態となる。
洗面ボウルＳＢ内に吐水乃至排水があった場合、吐水乃至排水は、排水口１ａから、排水
口本体１内部、継手部材３、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下
配管から下水側に排出される。また、トラップ部Ｔ内に排水が溜まると、トラップ部Ｔ内
に封水と呼ばれる排水による溜まり水が生じる。この封水が、排水の流路上に満水部分を
発生させる。この封水の満水部分を、下水側からの臭気や害虫類が逆流できないため、ト
ラップ部Ｔにより下水側からの臭気や害虫類が屋内側に侵入することを防止することがで
きる。
この状態より操作部４の操作体４ａに再び下方への押し込み操作を加えた上で、使用者が
操作体４ａから手を放すと、操作体４ａは再度降下してロック部材６の支持軸６ｂに押し
込み操作を行うこととなる。支持軸６ｂへの押し込み操作により、ロック部材６の支持軸
６ｂが一旦継手部材３側に前進した後、支持軸６ｂの固定が解除され、インナーワイヤ５
ｂの戻りスプリングの作用により、インナーワイヤ５ｂとインナーワイヤ５ｂに当接する
支持軸６ｂ、及び操作体４ａが、操作部４側に後退する。このようにして、ロッド部５ｃ
が操作部４側に後退すると、ロッド部５ｃは完全に貫通孔１０ａ内に収納され、レバー体
９は支えを失って回動し、正面を縦管部３ａの中心軸方向に向けた状態に戻る。
弁部材２の弁軸２ｂも支えを失い、排水口本体１及び継手部材３内を降下し、図５に示し
たように、排水口１ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口した状態にて静止
した状態に戻る。
以降、操作体４ａに下方への押し込み操作を加える毎に、弁部材２の弁軸２ｂ及び弁体２
ａを上昇させて排水口１ａを開口した状態で固定／固定を解除し弁部材２の弁軸２ｂ及び
弁体２ａを降下させて排水口１ａを閉口、を交互に選択することができる。
排水口１ａを閉口した状態はレバー体９や弁部材２の自重によって、また開口状態はロッ
ク部材６のロック機構によって、遠隔操作式排水栓装置の使用者が操作体４ａへの操作を
終了し、手を放しても、静止状態として維持される。
また、排水口１ａの閉口状態において洗面ボウルＳＢ内に吐水が行われた場合、または排
水口１ａが開口しているが排水口１ａの排水処理能力を大きく超えるほどの吐水が洗面ボ
ウルＳＢに生じた場合、洗面ボウルＳＢの内部に吐水が溜まり、洗面ボウルＳＢ内の水面
が上昇する。しかしながら、水面がオーバーフロー口Ｏの下端位置まで達すると、洗面ボ
ウルＳＢ内の吐水はオーバーフロー口Ｏからエルボ管７ｂ、ホース管、の順に排出され、
トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下配管から下水側に排出される
。
【００１９】
　上記第二実施例の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配管を清掃する場合、操作体４
ａに操作を加えて排水口１ａを閉口した状態とした上で、排水口１ａから弁部材２を取り
外す（又は弁部材２を取り外した上で操作部４に操作を加えて閉口状態とする）。
この状態においては、ロッド部５ｃが操作部４側に後退したことで、レバー体９が支えを
失い、自重により回動して、レバー体９の正面が継手部材３の縦管部３ａの中心軸を向い
た位置にて静止状態となる。
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この時、レバー体９の正面と継手部材３の内側面との段差が無くなり、また排水口１ａの
直下位置における排水管部の内面に該当する、排水口本体１内部、継手部材３の縦管部３
ａの内部部分、及びＳ字管体Ｐの内部の内の平面視排水口１ａから目視可能な部分が、内
面に対して略垂直な方向への突起や段部Ｄが存在しない、内面が平滑な構成となっている
ことから、第二実施例の遠隔操作式排水栓装置の静止状態の一つの状態である閉口状態に
おいて、作動部の一部であるレバー体９の正面及び端部が、隣接する排水管部の内面の端
部の内側面と面一となることで、排水口１ａの直下位置における排水管部である排水口本
体１内部、継手部材３の縦管部３ａ、及びＳ字管体Ｐの内部の内の平面視排水口１ａから
目視可能な部分が、内面平滑となっている。
また、この実施例では、作動部であるレバー体９の端部を隣接する排水管部である継手部
材３の縦管部３ａの内面の端部と面一とした際に、作動部の端部と隣接する継手部材３の
内面の端部とが、作動部の動作に干渉しない範囲で、隙間を狭くなるように構成してなる
。具体的には、レバー体９正面と継手部材３内面を面一とした際の、レバー体９側面と、
隣接する継手部材３の内面の端部との隙間を、１．０ミリメートル以下の幅である０．１
ミリメートル程度としたものである。
また、このような幅とするため、本実施例では次のような工夫している。
上記部材の説明レバー体９の側面は、段落００１７に記載したように、平面視台形形状（
等脚台形形状）を成し、両側面がレバー体９の回転軸９ａに対して正面側ほど幅広になる
傾斜を備えてなる。これに対して枝管部３ｅの内側面は、レバー体９の回転軸９ａに対し
垂直な平面である。
これにより、レバー体９正面と継手部材３内面とが面一となった際に、レバー体９側面と
隣接する継手部材３の内面の端部の隙間が最も狭くなり、それ以外のレバー体９の回動状
態など動作状態では隙間を充分に広くとれるから、作動部であるレバー体９の動作には支
障なく、且つレバー体９正面と継手部材３内面を面一とした際の、レバー体９側面と、隣
接する継手部材３の内面の端部との隙間を、充分に狭い０．１ミリメートル程度とするこ
とができる。
このように、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭隘な部分が
存在しないため、細長いブラシ等の清掃機具を排水口１ａから、排水口１ａの下流側の排
水管部内に挿入し、内側面を磨くだけで、容易に排水口１ａから直下位置となる排水管部
の内面を清掃することが可能となった。
排水口１ａから奥まった部分にある作動部や、清掃機具自体、また清掃機具を持つ作業者
の手が排水口１ａを覆い、作業者が排水口１ａ内を目視することがほぼ不可能となる点は
従来例と同様であるが、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭
隘な部分が存在しないため、清掃機具を排水口１ａから挿入して適当に内側面を磨くだけ
で、ほぼ確実に排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面を清掃することができる。
また、排水口本体１と継手部材３の継ぎ目部分には段差が生じているが、この段差は継ぎ
目部分に沿って内周面の全周に渡って同じ断面形状に形成されており、段差に沿って清掃
用の治具を移動させることで、やはり段差部分を特に目視せず容易に清掃が行えるため、
特に清掃性を悪化させるような問題を生じない。
清掃後は、再び排水口１ａに弁部材２を挿入して、排水口本体１、及び継手部材３内に弁
部材２を配置することで、再び遠隔操作式排水栓装置を使用することが可能となる。
【００２０】
　次に、本発明の第三実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図１１乃至図１７に示した、本発明の第三実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載
する、槽体を備えた排水機器である洗面台Ｓに施工されるものであって、以下に記載する
、弁部材２、継手部材３、操作部４、作動部、操作伝達部材としてのレリースワイヤ５、
トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐ、オーバーフロー配管７より構成されてなる。このうち
、継手部材３、Ｓ字管体Ｐ、オーバーフロー配管７が排水を行う為の排水配管、即ち排水
管部である。
洗面台Ｓは、上方が開口した箱体であって、底面には排水を排出するための排水口１ａを
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備えてなる。またこの排出口から下方に円筒形状を成す排水筒部１１と、該筒部の下端に
備えられる雌ネジを備えた袋ナットＦを回動自在に係止してなる。また、洗面ボウルＳＢ
の上縁近傍の側面部分には、オーバーフロー口Ｏを設けてなる。排水筒部１１の内側面は
、軸方向視（平面視）円形を成すと共に、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。
弁部材２は、排水口１ａを閉口する円盤状の弁体２ａと、該弁体２ａの中央から下方に向
かって垂下される弁軸２ｂと、弁軸２ｂ部に対して摺動自在に取り付けられ、その外周面
が排水口本体１の内周面に当接することで、弁体２ａと弁軸２ｂの上下動を傾かないよう
にガイドするガイド機能を備えたヘアキャッチャー２ｃと、から構成されてなる。尚、該
ヘアキャッチャー２ｃは弁軸２ｂの途中部分にある突起によって、この突起部分よりも下
方に降下しないように構成されてなる。
継手部材３は排水筒部１１の下流側に接続される、上下に延出した管体である縦管部３ａ
と、縦管部３ａを略９０度の角度にて屈曲する屈曲部３ｂと、屈曲部３ｂから略水平方向
に延出される横管部３ｃを備えた部材である。該継手部材３の上流側端部、つまり縦管部
３ａの上端には、排水筒部１１に備えられた袋ナットＦの雌ネジに螺合する雄ネジが形成
されており、この雄ネジの螺合を利用して、排水筒部１１の下端に継手部材３を接続でき
る。尚、排水筒部１１が継手部材３の縦管部３ａ内に挿入されるようにして配置した状態
にて、排水筒部１１の袋ナットＦと継手部材３の雄ネジを螺合させるため、排水筒部１１
の下端が、排水筒部１１及び継手部材３の内周面の全周に沿った段部Ｄとなる。
また、継手部材３の屈曲部３ｂの内側であって、継手部材３の横管部３ｃの対向位置に、
水平面に対して約３０度程度の角度を成す傾斜面３ｇと、傾斜面３ｇの中央部分に、レバ
ー体９を配置するスリット部３ｈを設けてなる。
また、屈曲部３ｂの外側であって、スリット部３ｈの延長線上に枝管部３ｅを設けてなる
。
枝管部３ｅについて詳述すると、枝管部３ｅには端部からレバー体９の回転軸９ａを通過
させると共に収納する為の回動溝３ｆが、枝管部３ｅの軸に平行となるようにして、枝管
部３ｅの端部から縦管部３ａの近傍まで形成されてなる。回動溝３ｆは縦管部３ａ内まで
は達しておらず、施工完了時、回動溝３ｆの縦管部３ａ側の端部を中心としてレバー体９
は回動動作する。
また、継手部材３の上流側端部の開口よりも下方の内部部分（施工完了時、排水口１ａの
直下位置となるよりも下方の内部部分）の内、縦管部３ａは軸方向視円形を成すと共に、
縦管部３ａの内周面と傾斜部、及び底面部分は、特に凹凸の無い平滑面を形成してなる。
操作部４は、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる部材であって、以下に記載する
操作体４ａと、操作部本体４ｃと、から構成される。
操作体４ａは、遠隔操作式排水栓装置の使用者が使用時に押し操作するツマミ部４ｂを有
した略棒状の部材であって、操作部本体４ｃ内部を摺動するように構成されてなる。第一
実施例の操作体４ａと異なり、環状パッキングＲなどは備えられておらず、このため操作
体４ａを後述する操作部本体４ｃ内部に挿通すると、何ら支えの無い状態では、操作体４
ａはツマミ部４ｂ下端が操作部本体４ｃ上面に当接するまで降下（落下）する。
操作部本体４ｃは、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に取り付けられる略円筒形状の部材であっ
て、上縁に鍔部４ｄを備えてなり、その内部に操作体４ａを上下動自在且つ抜脱は不可能
に収納すると共に、その筒部分の下端にレリースワイヤ５に接続されたロック機構が接続
固定される。
作動部は、以下に記載する、レバー体９、スペーサー１０、レリースワイヤ５のロッド部
５ｃ、から構成される。
レバー体９は、図１７に示すように、正面視縦長の長方形形状、平面視略台形形状を成す
部材であって、上方の側面に、継手部材３の枝管部３ｅの回動溝３ｆに挿通され、回動溝
３ｆの縦管部３ａ側の端部を中心に回動する回転軸９ａを備えてなる。
尚、ここでいうレバー体９の「正面」とは、「遠隔操作式排水栓装置の施工が完了し、排
水口１ａを閉口した状態において、傾斜面３ｇに平行な面」であり、この正面を基準に上
面、下面、側面、及び背面と表現する。以降の説明においても、「レバー体９の正面」「
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レバー体９の背面」等と記載した場合には、レバー体９自身がどの方向を向いていたとし
ても、上記した「遠隔操作式排水栓装置の施工が完了し、排水口１ａを閉口した状態にお
いて、排水継手の縦管部３ａ分の中心軸から枝管部３ｅ方向を見た場合に見えるレバー体
９の面」を「正面」とした「正面」「背面」等として記載する。
これとは別に、「レバー体９の上方」「下方」と、方向を記載した場合には、レバー体９
がその時に存在する位置に対して「上方」「下方」を指し示すものである。
また、上記レバー体９の「正面」を成す面は、施工が完了し、ロッド部５ｃの支えを失っ
てレバー体９が降下し排水口１ａが閉口した状態（レバー体９の正面の下端が継手部材３
の底面に当接した状態）で、傾斜面３ｇに連続する平坦面となるように設計され、構成さ
れてなる。
スペーサー１０は、枝管部３ｅ内部に配置する部材であって、レバー体９を挿通した後に
枝管部３ｅに挿通し、レバー体９が移動する為の隙間を無くすことで、レバー体９が回転
軸９ａを中心に回動することはあっても、枝管部３ｅ内を端部に向かって移動することは
無いように位置決めする。
また、スペーサー１０は、レリースワイヤ５のロッド部５ｃが進退する貫通孔１０ａを備
え、レバー体９の回動動作を行うためにロッド部５ｃの進退をガイドする。詳述すると、
施工完了時、貫通孔１０ａは枝管部３ｅ内であって、回転溝の下方近傍に位置するように
配置される。ロッド部５ｃが貫通孔１０ａ内に収納されている時、レバー体９は正面を縦
管部３ａの中心に向けた状態となる。貫通孔１０ａを進退するロッド部５ｃが、継手部材
３の縦管部３ａ中央側に前進すると、ロッド部５ｃの先端がレバー体９の背面の下方を押
すように動作し、これによってレバー体９が回動してレバー体９の正面が上方に向かって
回転軸９ａを中心に回動する。ロッド部５ｃが操作部４側に後退すると、ロッド部５ｃは
完全に貫通孔１０ａ内に収納され、レバー体９は正面を縦管部３ａの中心軸方向に向けた
状態に戻る。
レリースワイヤ５は、操作部４に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための操作伝達
部材であって、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチューブ
５ａと、上記アウターチューブ５ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、側面方向
に可撓性を備えたインナーワイヤ５ｂと、インナーワイヤ５ｂをアウターチューブ５ａに
対し操作部４側に後退させる、アウターチューブ５ａ内に配置された戻りスプリング（図
示せず）と、インナーワイヤ５ｂの排水口１ａ側端部に備えられたロッド部５ｃと、施工
完了時に枝管部３ｅの端部を閉塞するキャップ体５ｄと、から構成される。
枝管部３ｅを閉塞するキャップ体５ｄは、レリースワイヤ５を挿通された状態で構成され
る。
また、該レリースワイヤ５の操作部４側端部には、以下に記載するロック部材６が接続固
定される。
ロック部材６は、ケーシング部６ａと、ケーシング部６ａ内を摺動可能に備えられた支持
軸６ｂとを備えてなり、ケーシング部６ａ内及び支持軸６ｂには、詳述しないがロック機
構を備えてなり、アウターチューブ５ａをケーシング部６ａに接続するように構成され、
またアウターチューブ５ａをケーシング部６ａに接続した状態では、インナーワイヤ５ｂ
端部が支持軸６ｂに当接するように配置構成されてなる。
ロック部材６をレリースワイヤ５に接続した状態、即ちケーシング部６ａをアウターチュ
ーブ５ａ端部に接続した状態において、支持軸６ｂに押し込み操作を行うと、押し込み操
作毎に、支持軸６ｂが前進し、支持軸６ｂに押されるようにしてインナーワイヤ５ｂも前
進した状態で固定／固定を解除してレリースワイヤ５の戻りスプリングの作用によりイン
ナーワイヤ５ｂ及び支持軸６ｂが操作部４側に後退、を交互に繰り返すように構成されて
なる。
Ｓ字管体Ｐは、継手部材３の下流側端部に接続される、管体をＳ字形状に屈曲させた部材
であって、Ｓ字形状部分がトラップ部Ｔとして機能する。Ｓ字管部の上流側端部は水平方
向を向いて形成され、下流側端部は洗面台Ｓを施工した床面の下方に配管された、床下配
管に接続される。
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また、トラップ部Ｔの上流側であって、Ｓ字形状に屈曲する管体の垂直部分の上方に、後
述するオーバーフロー配管７の直管部材７ｄが接続されるように構成されてなる。
オーバーフロー配管７は、オーバーフロー口Ｏから排水口本体１の横穴部１ｃへ排水を流
入させる配管であって、可撓性を備えたホース管部７ａと、ホース管部７ａの一端に備え
た、オーバーフロー口Ｏに接続されるエルボ管７ｂと、ホース管の他端に備えた直管部材
７ｄと、から構成される。
【００２１】
　上記のように構成した第三実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下のようにして、槽体
である洗面ボウルＳＢを備えた洗面台Ｓに施工される。尚、特に記載しない場合でも、必
要に応じて接着剤やパッキングを用いたネジ接続などにより、各部材の接続箇所は水密的
に接続される。
まず、事前に、洗面ボウルＳＢの上縁近傍に、操作部本体４ｃに操作体４ａを挿通した状
態で取り付け固定しておく。
次に、継手部材３の枝管部３ｅに作動部を取り付けする。この取り付け作業について詳述
すると、まず、レバー体９の回転軸９ａを枝管部３ｅの回転溝に沿わせるようにしつつ、
レバー体９を枝管部３ｅの端部より挿入し、回転軸９ａが回転溝の縦管部３ａ側の端部に
達するまで移動させる。次に枝管部３ｅにスペーサー１０を挿通し、レバー体９が、回転
軸９ａを中心に回動することは可能でも、枝管部３ｅ内を移動することは不可能な状態と
する。
次に、レリースワイヤ５のインナーワイヤ５ｂ端部にあるロッド部５ｃをスペーサー１０
の貫通孔１０ａに挿通した上で、アウターチューブ５ａ端部をスペーサー１０に当接させ
、更にキャップ体５ｄで枝管部３ｅを閉塞しつつアウターチューブ５ａ端部を枝管部３ｅ
に接続固定することで、作動部の枝管部３ｅへの取り付け作業が完了する。
次に、排水筒体を継手部材３の上流側端部に挿通させた上で、排水筒部１１に係止した袋
ナットＦを、継手部材３の雄ネジに螺合させて接続固定する。尚、排水筒部１１が継手部
材３の縦管部３ａ内に挿入されるようにして配置した状態にて、排水筒部１１の袋ナット
Ｆと継手部材３の雄ネジを螺合させるため、排水筒部１１の下端が、排水筒部１１及び継
手部材３の内周面の全周に沿った段部Ｄとなる。
次に、継手部材３の下流側端部をＳ字管体Ｐの上流側端部に接続し、Ｓ字管体Ｐの下流側
端部を床下配管に接続する。
次に、洗面ボウルＳＢのオーバーフロー口Ｏに、裏側からオーバーフロー配管７のエルボ
管７ｂを接続する。更にオーバーフロー配管７のホース管の端部に備えた直管部材７ｄを
、Ｓ字管体Ｐの接続管部に差し込むようにして接続する。これにより、直管部材７ｄの下
端が、トラップ部Ｔの一部に入り込むようにする。
次に、レリースワイヤ５の操作部４側端部を操作部４に接続する。この接続について詳述
すると、レリースワイヤ５の操作部４側端部にロック部材６を接続した上で、ロック部材
６のケーシング部６ａを操作部本体４ｃの下端に接続する。この時、操作体４ａの下端は
支持軸６ｂの上端に当接する位置に配置される。
更に、排水口１ａから排水口本体１及び継手部材３内部に弁部材２を配置し、弁部材２の
ヘアキャッチャー２ｃの外側面が、排水筒部１１の内側面に当接する状態とする。
以上のようにして、本発明の第三の実施例の遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
この施工が完了した状態においては、排水口１ａから排水筒部１１、継手部材３内部、オ
ーバーフロー配管７、及びＳ字管体Ｐが排水管部となる。この内、排水筒部１１、継手部
材３の縦管部３ａの内部部分、及び傾斜面３ｇと継手部材３の底面部分が、排水口１ａの
直下位置における排水管部の内面に該当し（継手部材３の縦管部３ａの内部部分は、排水
口１ａよりも平面視大径であり、正確には「排水口１ａの直下位置における排水管部の内
面」では無いことになるが、上方から排水口１ａを視認した場合に目視可能な範囲である
ため、ここでは「排水口１ａの直下位置における排水管部の内面」に含むものとする）、
これら排水口１ａの直下位置における排水管部の内面部分には、排水口本体１と継手部材
３の周縁に沿った継ぎ目部分、及びレバー体９を除き、内面に対して略垂直な方向への突
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起や段部Ｄが存在しない、内面が平滑な構成となっている。
尚、上記のように構成された本実施例の遠隔操作式排水栓装置は、屈曲部３ｂに、レバー
体９及びロッド部５ｃ、即ち作動部が配置された遠隔操作式排水栓装置である。
【００２２】
　以下に、上記第三実施例の遠隔操作式排水栓装置の動作について説明する。
上記第三実施例の遠隔操作式排水栓装置を使用する場合、図１２のように、まず操作部４
の操作体４ａに操作を加え、排水口１ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口
して静止した状態とする。
この時、ロック部材６の支持軸６ｂはケーシング部６ａに対して固定を解除されてなり、
レリースワイヤ５の戻りスプリングの作用によって、インナーワイヤ５ｂは操作部４側に
後退し、操作部４の操作体４ａは上方に引き上げられてなる。インナーワイヤ５ｂが操作
部４側に後退しているため、インナーワイヤ５ｂに接続されているロッド部５ｃも後退し
て貫通孔１０ａ内に収納されてなる。このため、レバー体９は、図１４に示したように、
正面が継手部材３の傾斜面３ｇと面一となった状態となっている。弁部材２は弁軸２ｂを
支えるものが無いため、排水口本体１及び継手部材３内を降下し、前述のように排水口１
ａを弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口した状態にて静止した状態となってい
る。
この状態より操作部４の操作体４ａに下方への押し込み操作を加えた上で、使用者が操作
体４ａから手を放すと、操作体４ａは降下してロック部材６の支持軸６ｂに押し込み操作
を行うこととなる。支持軸６ｂへの押し込み操作により、ロック部材６の支持軸６ｂが継
手部材３側に前進した状態で固定され、支持軸６ｂに押されるようにしてインナーワイヤ
５ｂ及びインナーワイヤ５ｂ端部のロッド部５ｃ材が縦管部３ａの中心軸側に前進した状
態で固定される。
貫通孔１０ａを進退するロッド部５ｃが、上記のように継手部材３の縦管部３ａ中央側に
前進すると、ロッド部５ｃの先端がレバー体９の背面の下方を押すように動作し、これに
よってレバー体９が回転軸９ａを中心に回動し、弁部材２の弁軸２ｂ下端を押し上げるよ
うにして弁軸２ｂ及び弁軸２ｂ先端の弁体２ａを上昇させる。これによって、図１３に示
したように、弁体２ａが排水口１ａから離間して排水口１ａが開口する。
この状態では、ロッド部５ｃが前進した状態で固定されたことで、図１５に示したように
、ロッド部５ｃがレバー体９の背面の下方に周りこんでロッド部５ｃを支持し、排水口１
ａが開口した静止状態となる。
洗面ボウルＳＢ内に吐水乃至排水があった場合、吐水乃至排水は、排水口１ａから、排水
筒部１１内部、継手部材３、トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下
配管から下水側に排出される。また、トラップ部Ｔ内に排水が溜まると、トラップ部Ｔ内
に封水と呼ばれる排水による溜まり水が生じる。この封水が、排水の流路上に満水部分を
発生させる。この封水の満水部分を、下水側からの臭気や害虫類が逆流できないため、ト
ラップ部Ｔにより下水側からの臭気や害虫類が屋内側に侵入することを防止することがで
きる。またオーバーフロー配管７の直管部材７ｄは、その下端がこの封水部内に配置され
ており、排水口１ａからの排水に洗剤など泡を発生させるような成分が混入している場合
でも、オーバーフロー配管７側に泡が逆流を生じることが無い。これは、泡は比重が水よ
りも軽く、水に浮くため、封水の水面よりも下方にある直管部材７ｄの下端に泡が達する
ことができないためである。
この状態より操作部４の操作体４ａに再び下方への押し込み操作を加えた上で、使用者が
操作体４ａから手を放すと、操作体４ａは再度降下してロック部材６の支持軸６ｂに押し
込み操作を行うこととなる。支持軸６ｂへの押し込み操作により、ロック部材６の支持軸
６ｂが一旦継手部材３側に前進した後、支持軸６ｂの固定が解除され、インナーワイヤ５
ｂの戻りスプリングの作用により、インナーワイヤ５ｂとインナーワイヤ５ｂに当接する
支持軸６ｂ、及び操作体４ａが、操作部４側に後退する。このようにして、ロッド部５ｃ
が操作部４側に後退し、ロッド部５ｃは完全に貫通孔１０ａ内に収納され、レバー体９は
支えを失って回動し、図１２に示したように、レバー体９は再び正面を傾斜面３ｇの上面
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と面一とした状態に戻る。
弁部材２の弁軸２ｂも支えを失い、排水口本体１及び継手部材３内を降下し、排水口１ａ
を弁部材２の弁体２ａが覆って排水口１ａを閉口した状態にて静止した状態に戻る。
以降、操作体４ａに下方への押し込み操作を加える毎に、弁部材２の弁軸２ｂ及び弁体２
ａを上昇させて排水口１ａを開口した状態で固定／固定を解除し弁部材２の弁軸２ｂ及び
弁体２ａを降下させて排水口１ａを閉口、を交互に選択することができる。
排水口１ａを閉口した状態はレバー体９や弁部材２の自重によって、また開口状態はロッ
ク部材６のロック機構によって、遠隔操作式排水栓装置の使用者が操作体４ａへの操作を
終了し、手を放しても、静止状態として維持される。
また、排水口１ａの閉口状態において洗面ボウルＳＢ内に吐水が行われた場合、または排
水口１ａが開口しているが排水口１ａの排水処理能力を大きく超えるほどの吐水が洗面ボ
ウルＳＢに生じた場合、洗面ボウルＳＢの内部に吐水が溜まり、洗面ボウルＳＢ内の水面
が上昇する。しかしながら、水面がオーバーフロー口Ｏの下端位置まで達すると、洗面ボ
ウルＳＢ内の吐水はオーバーフロー口Ｏからエルボ管７ｂ、ホース管、の順に排出され、
トラップ部Ｔを備えたＳ字管体Ｐを介して、最終的には床下配管から下水側に排出される
。
【００２３】
　上記第三実施例の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配管を清掃する場合、操作体４
ａに操作を加えて排水口１ａを閉口した状態とした上で、排水口１ａから弁部材２を取り
外す（又は弁部材２を取り外した上で操作部４に操作を加えて閉口状態とする）。　
この状態においては、ロッド部５ｃが操作部４側に後退したことで、レバー体９が支えを
失い、自重により回動して、レバー体９の正面が継手部材３の傾斜面３ｇと平行且つ面一
とした位置にて静止状態となる。
この時、レバー体９の正面と継手部材３の内側面の一部である傾斜面３ｇとの段差が無く
なることで、排水口１ａの直下位置における排水管部の内面に該当する、排水筒部１１内
部、継手部材３の縦管部３ａの内部部分、傾斜面３ｇ、及び排水口１ａ直下の継手部材３
の底面部が、排水管体の継ぎ目部分を除き、内面に対して略垂直な方向への突起や段部Ｄ
が存在しない、内面が平滑な構成となっていることから、第三実施例の遠隔操作式排水栓
装置の静止状態の一つの状態である閉口状態において、作動部の端部が、隣接する排水管
部の内面の端部と面一となることで、排水口１ａの直下位置における排水管部部分が、内
面平滑となっている。
また、この実施例では、作動部であるレバー体９の端部を隣接する排水管部である継手部
材３の傾斜面３ｇと面一とした際に、作動部の端部と隣接する傾斜面３ｇの端部とが、作
動部の動作に干渉しない範囲で、隙間を狭くなるように構成してなる。具体的には、レバ
ー体９正面を傾斜面３ｇと面一とした際の、レバー体９側面と、スリット部３ｈの内面の
端部との隙間を、１．０ミリメートル以下の幅である０．１ミリメートル程度としたもの
である。
また、このような幅とするため、本実施例では次のような工夫している。
上記部材の説明レバー体９の側面は、段落００２１に記載したように、平面視台形形状（
等脚台形形状）を成し、両側面がレバー体９の回転軸９ａに対して正面側ほど幅広になる
傾斜を備えてなる。これに対してスリット部３ｈの内側面は、レバー体９の回転軸９ａに
対し垂直な平面である。
これにより、レバー体９正面と傾斜面３ｇとが面一となった際に、レバー体９側面と隣接
するスリット部３ｈの内面の端部の隙間が最も狭くなり、それ以外のレバー体９の回動状
態など動作状態では隙間を充分に広くとれるから、作動部であるレバー体９の動作には支
障なく、且つレバー体９正面と傾斜面３ｇを面一とした際の、レバー体９側面と、隣接す
るスリット部３ｈの内面の端部との隙間を、充分に狭い０．１ミリメートル程度とするこ
とができる。
このように、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭隘な部分が
存在しないため、細長いブラシ等の清掃機具を排水口１ａから、排水口１ａの下流側の排
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水管部内に挿入し、内側面を磨くだけで、容易に排水口１ａから直下位置となる排水管部
の内面を清掃することが可能となった。
排水口１ａから奥まった部分にある作動部や、清掃機具自体、また清掃機具を持つ作業者
の手が排水口１ａを覆い、作業者が排水口１ａ内を目視することがほぼ不可能となる点は
従来例と同様であるが、排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面が平滑であり、狭
隘な部分が存在しないため、清掃機具を排水口１ａから挿入して適当に内側面を磨くだけ
で、ほぼ確実に排水口１ａから直下位置となる排水管部の内面を清掃することができる。
また、排水筒部１１と継手部材３の継ぎ目部分には段差が生じているが、この段差は継ぎ
目部分に沿って内周面の全周に渡って同じ断面形状に形成されており、段差に沿って清掃
用の治具を移動させることで、やはり段差部分を特に目視せず容易に清掃が行えるため、
特に清掃性を悪化させるような問題を生じない。
清掃後は、再び排水口１ａに弁部材２を挿入して、排水口本体１、及び継手部材３内に弁
部材２を配置することで、再び遠隔操作式排水栓装置を使用することが可能となる。
【００２４】
　本発明の実施例は以上のようであるが、本発明は上記実施例に限定される物ではなく、
主旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば上記実施例では遠隔操作式排水栓装置は全て洗面台Ｓの洗面ボウルＳＢに施工され
てなるが、本発明は上記実施例に限定されるものでは無く、槽体としての浴槽を備えた浴
室、槽体としてのシンクを備えた流し台等、排水口１ａを備えた槽体であれば、どのよう
な排水機器のどのような槽体に採用しても構わない。
【００２５】
　また、上記実施例では、遠隔操作式排水栓装置の静止状態である、排水口１ａの開口状
態、または閉口状態のいずれかの状態において、作動部の端部が、隣接する排水管部の内
面の端部と面一となることで、排水口１ａの直下位置における排水管部が、内面平滑とな
っているが、本発明は上記実施例に限定されるものでは無く、図１８乃至図２０に示した
実施例のように、排水口１ａの閉口状態又は排水口１ａの開口状態以外の静止状態におい
て、排水口１ａの直下位置における排水管部が、内面平滑となるように構成しても良い。
図１８乃至図２０に示した実施例は、以下に記載する操作部４と押し上げ部材８、及び弁
軸２ｂの相違点を除き、第一実施例と同一の構成である。
操作部４は、操作体４ａの軸部分途中に周縁に沿って突条４ｅを、操作部本体４ｃの内部
に爪部４ｆを設けてなる。
この実施例において、操作体４ａは、使用者が意図的に強い力で引き上げない限り、突条
４ｅが爪部４ｆを超えて上下動することは無い。
弁軸２ｂと押し上げ部材８はその長さが第一実施例とは異なる、以下のような動作をする
ように調整されてなる。
１．図１８に示したように、操作体４ａが最も下方に位置し、押し上げ部材８が最も上昇
して弁軸２ｂ下端を押し上げた時、排水口１ａを開口する。
２．図１９に示したように、操作体４ａの突条４ｅ上面が、操作部本体４ｃの爪部４ｆ下
端に当接した時、押し上げ部材８は弁軸２ｂから離間し、弁体２ａが排水口１ａを覆って
排水口１ａを閉口する。この状態でも、押し上げ部材８の上面は、継手部材３の底面より
も高い位置にある。
３．図２０に示したように、操作体４ａの使用者が、意図して操作体４ａを強い力で引き
上げ、突条４ｅが爪部４ｆを超えて操作体４ａが最も高い位置となった状態において、押
し上げ部材８の上面は、継手部材３の底面に対して同じ高さ位置、即ち面一の状態となる
。
この実施例の遠隔操作式排水栓装置では、通常の排水口１ａの開口／閉口は、１．と２．
の状態を交互に操作することで行っている。
清掃を目的とする場合のみ、弁部材２を取り出してから、３．の操作を行い、作動部の端
部が、隣接する排水管部の内面の端部と略面一として、排水口１ａの直下位置における排
水管部内を内面平滑とした静止状態にして、清掃を行う。
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それ以外の、１．、２．の状態では、押し上げ部材８は、継手部材３の底面より突出して
いるため、窪み部分が発生せず、窪み部分に排水中の砂や塵芥が溜まる、と言った問題が
発生しなくなる。
【符号の説明】
【００２６】
１　　　排水口本体　　　　　　　　　　１ａ　　排水口
１ｂ　　フランジ部　　　　　　　　　　１ｃ　　横穴部
１ｄ　　ヘアキャッチャー用段部　　　　２　　　弁部材
２ａ　　弁体　　　　　　　　　　　　　２ｂ　　弁軸
２ｃ　　ヘアキャッチャー　　　　　　　３　　　継手部材
３ａ　　縦管部　　　　　　　　　　　　３ｂ　　屈曲部
３ｃ　　横管部　　　　　　　　　　　　３ｄ　　収納部
３ｅ　　枝管部　　　　　　　　　　　　３ｆ　　回動溝
３ｇ　　傾斜面　　　　　　　　　　　　３ｈ　　スリット部
４　　　操作部　　　　　　　　　　　　４ａ　　操作体
４ｂ　　ツマミ部　　　　　　　　　　　４ｃ　　操作部本体
４ｄ　　鍔部　　　　　　　　　　　　　４ｅ　　突条
４ｆ　　爪部　　　　　　　　　　　　　５　　　レリースワイヤ
５ａ　　アウターチューブ　　　　　　　５ｂ　　インナーワイヤ
５ｃ　　ロッド部　　　　　　　　　　　５ｄ　　キャップ体
６　　　ロック部材　　　　　　　　　　６ａ　　ケーシング部
６ｂ　　支持軸　　　　　　　　　　　　７　　　オーバーフロー配管
７ａ　　ホース管部　　　　　　　　　　７ｂ　　エルボ管
７ｃ　　アダプター部　　　　　　　　　７ｄ　　直管部材
８　　　押し上げ部材　　　　　　　　　８ａ　　押し上げ部材上面
９　　　レバー体　　　　　　　　　　　９ａ　　回転軸
１０　　スペーサー　　　　　　　　　　１０ａ　貫通孔
１１　　排水筒部　　　　　　　　　　　Ｄ　　　段部
Ｆ　　　袋ナット　　　　　　　　　　　Ｈ　　　取付孔
Ｎ　　　ナット部材　　　　　　　　　　Ｏ　　　オーバーフロー口
Ｐ　　　Ｓ字管体　　　　　　　　　　　Ｒ　　　環状パッキング
Ｔ　　　トラップ部　　　　　　　　　　Ｓ　　　洗面台
ＳＢ　　洗面ボウル
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